
令 和 ６ 年 ７ 月 1 7 日  

 

厚生労働大臣 

武見 敬三  殿 

 

中央社会保険医療協議会 

会 長 小塩 隆士  

 

 

 

答 申 書 

（医療ＤＸに係る診療報酬上の評価の取扱いについて） 

 

令和６年７月 17 日付け厚生労働省発保 0717 第 1 号をもって諮問のあ

った件について、別紙１から３までの改正案を答申する。 

なお、答申に当たっての本協議会の意見は、別添のとおりである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中 医 協  総 － １ ０ 
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答申書附帯意見 

 

 

１ 医療ＤＸ推進体制整備加算に係る令和７年４月以降のマイナ保険証利用率の実績要件

の設定に当たっては、令和６年 12月２日から現行の健康保険証の発行が終了することを

踏まえ、本年末を目途に、マイナ保険証の利用状況、保険医療機関・保険薬局における利

用促進に向けた取組状況等、実態を十分に勘案した上で検討、設定すること。 

 

２ 医療ＤＸ推進体制整備加算について、電子処方箋及び電子カルテ情報共有サービスの

整備状況や運用の実態等を十分に確認した上で、評価のあり方及び必要な対応について

検討すること。 

 

（別添） 


